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令和 8 年度第 1回長久手市運賃料金協議会　協議結果 

 

１　会議開催日 

　　令和 8年 9月 3日（木）　午前 10 時から午前 11 時 30 分まで 

 

２　構成員 

　　道路運送法第 9条第 4項に基づき、協議事項ごとに以下の構成員を任命して 

　います。 

⑴　民間企業との公共交通に関する共同研究の実施について 

⑵　Ｎ-バス再編素案の運賃設定に関する考え方について（Ｎ-バスに関する事項） 

※協議事項⑴及び⑵については、委員の変更はございません。 

 

⑶　Ｎ-バス再編素案の運賃設定に関する考え方について（デマンド型交通に関 

　する事項） 

 

３　協議事項 

　⑴　民間企業との公共交通に関する共同研究の実施について 

　⑵　Ｎ-バス再編素案の運賃設定に関する考え方について（Ｎ-バスに関する事項） 

　⑶　Ｎ-バス再編素案の運賃設定に関する考え方について（デマンド型交通に関 

　　する事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 
委員区分 氏名 職名

 １ 第 1号 川本　満男 長久手市役所　市長公室長

 ２ 第 2号 久米　裕之 名鉄バス株式会社　運輸本部　交通企画官

 ３ 第 3号 山田　慎児 中部運輸局愛知運輸支局　首席運輸企画専門官

 ４ 第 4号 中村　信介 市民代表（長久手市地域公共交通会議公募委員）

 委員区分 氏名 職名

 １ 第 1号 川本　満男 長久手市役所　市長公室長

 ２ 第 2号 岩井　貞典 あんしんネットあいち株式会社　営業次長

 ３ 第 3号 山田　慎児 中部運輸局愛知運輸支局　首席運輸企画専門官

 ４ 第 4号 中村　信介 市民代表（長久手市地域公共交通会議公募委員）

資料１

裏面あり
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４　意見聴取に関する実施概要 

 

５　意見聴取に関する実施結果 

　　別紙「意見聴取で提出された意見に対する市の考え方について」 

 

６　協議結果 

　⑴　民間企業との公共交通に関する共同研究の実施について 

　　→原案どおり可決 

　　 

　⑵　Ｎ-バス再編素案の運賃設定に関する考え方について（Ｎ-バスに関する事項） 

　　→原案どおり可決 

 

　⑶　Ｎ-バス再編素案の運賃設定に関する考え方について（デマンド型交通に関 

する事項） 

→原案どおり可決 

 

 

 

 

 

 

 
件 名

⑴　民間企業との公共交通に関する共同研究の実施について 

⑵　Ｎ-バス再編素案の運賃設定に関する考え方について

 

内 容

⑴　市民の多様な移動ニーズに対応するとともに、公共交通機関 

相互の連携を強化し、乗り継ぎ利便性の向上を図るため、リニモ

とＮ-バスとの乗継割引社会実験を実施するもの 

⑵　令和 9年 4月のＮ-バス再編及び新たな移動手段であるデマン 

ド型交通の本格導入に伴い、運賃等を見直すもの

 期 間 令和８年７月２１日（火）から令和８年８月７日（金）まで

 

方 法

長久手市ホームページに⑴「民間企業との公共交通に関する共同 

研究の実施について」⑵「Ｎ-バス再編素案の運賃設定に関する考

え方」に対する意見聴取を掲載

 提 出 方 法 郵送・ファックス・電子メール

 承認 否認

 4 人 0 人

 承認 否認

 4 人 0 人

 承認 否認

 4 人 0 人
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意見聴取で提出された意見に対する市の考え方について 

 

⑴　民間企業との公共交通に関する共同研究の実施について　 

 

⑵　Ｎ-バス再編素案の運賃設定に関する考え方について（Ｎ-バスに関する事項） 

 提出意見（概要） 市の考え方

 運賃に

対する

意見

 その他

の意見 

(割引制度) 

共同研究における利用促進の取組（自

家用車から公共交通への利用転換を

促す取組や、利用者増加への取組な

ど）を評価する。 

また、令和 9年 4 月のＮ-バス運賃改

定後における乗継割引の取扱いや運

賃改定後も利用者負担が生じないよ

う、現行と同様の実質無料となる割引

制度の継続を希望する。

 

この共同研究は、各公共交通間の連携

をより強化し、利用者にとって乗り継ぎ

による市内移動が日々の移動の選択肢

となるための調査・研究として、リニモ

とＮ-バスの乗継割引社会実験を実施す

るものです。 

リニモとＮ-バスの乗り継ぎ利用の状

況把握とデータ分析、また、今後の交通

サービスの付加価値づくりのための提

案等を共同で行うものです。 

現状の把握から、再編後の公共交通利

用促進につなげたいと考えています。そ

のため、令和９年度も本実証実験の継続

を検討しています。

 提出意見（概要） 市の考え方

 運賃に

対する

意見

 その他

の意見 

（割引制度） 

・Ｎ-バス同士の乗り継ぎについて

は、これまでどおり乗り継ぎ券を発行

する予定か。

 

・再編後も、Ｎ-バスとＮ-バスの乗り継

ぎについて、乗継券の発行継続を予定し

ています。

 （方針） 

・運賃改定（100 円から 200 円）につ

いて、パブリックコメントで反対意見

が多数寄せられた場合、再検討する予

定はあるか。

 

・公共交通の運賃バランスや受益者負

担率を考慮し、またサービスレベルの向

上を図るとともに、Ｎ-バス運行の持続

性を確保するため、運賃の値上げを提案

したもので、パブリックコメントのご意

見を踏まえ引き続き検討するものです。

裏面あり
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⑶　Ｎ-バス再編素案の運賃設定に関する考え方について（デマンド型交通に関 

する事項） 

 

 提出意見（概要） 市の考え方

 運賃に

対する

意見

・昼間限定特別停留所を利用した場

合の運賃について、合計 400 円となる

ことに賛成。

 その他

の意見 

（割引制度） 

・デマンド型交通からＮ-バスへの乗

り継ぎについて、乗り継ぎ券を発行す

る予定はあるか。また、Ｎ-バスの代

替としてデマンド型交通を運行する

のであれば、Ｎ-バス同士の乗り継ぎ

と同程度の利用者負担となるよう希

望する。

 

・Ｎ-バスと新たに導入を予定している

デマンド型交通との乗り継ぎについて

も、乗継券の発行を予定しています。

 （方針） 

・運賃設定（200 円）について、パブ

リックコメントで反対意見が多数寄

せられた場合、再検討する予定はある

か。

 

・Ｎ-バスに代わる移動手段であること

から、Ｎ-バス運賃と同じ基本運賃（200

円）とすることを提案したもので、パブ

リックコメントのご意見を踏まえ引き

続き検討するものです。


